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自動車交通の占める割合は年々増加（旅客）

○自動車交通の分担率：旅客（人キロ）　：22.8％（S35）→63.7％（H11)

【輸送機関別輸送分担率の推移（旅客）】

[旅客：人キロベース]
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注：62年度以降の自動車には軽自動車を含む
自家用貨物車含まず

出典：国土交通省「平成11年全国都市パーソントリップ調査」

出典：国土交通省「陸運統計要覧」（各年度）



2

各国とも、旅客輸送における自動車交通の占める割合は大きい。

【輸送機関別輸送分担率の国際比較（旅客）】

出典：日本　　　国土交通省「陸運統計要覧」（平成12年度版）

アメリカ　 National Transportation Statistics 1999

イギリス　Transport Statistics Great Britain 1999

フランス　Les Transports en 1998

Mement de Statistiques des Transports 1997（仏航空）

ドイツ　　Verkehr in Zahlen 1999
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［貨物：トンキロベース］
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自動車交通の占める割合は年々増加（貨物）

出典：日本　　　国土交通省「陸運統計要覧」（平成12年度版）

アメリカ　 National Transportation Statistics 1999

イギリス　Transport Statistics Great Britain 1999

フランス　Les Transports en 1998

Mement de Statistiques des Transports 1997（仏航空）

ドイツ　　Verkehr in Zahlen 1999

【輸送機関別輸送分担率の国際比較（貨物）】
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【輸送機関別輸送分担率の推移（貨物）】

[貨物：トンキロベース]

出典：国土交通省「陸運統計要覧」（各年度）
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日常生活に必要な主要品目の輸送のほとんどを自動車輸送が分担

○品目別輸送分担率：野菜・果物、日用品：100％　 水産品：99.9％

【品目別機関別輸送分担率（平成11年度・輸送トンベース）】
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ＧＤＰと輸送トンキロは相関が高い。

【ＧＤＰと自動車輸送トンキロの相関】


